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小学生の学習観と被援助志向性との関連
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問題と目的

近年，学校教育において主体的・対話的で深い

学びの実現が求められており，教育現場では，協

同学習の活用が推進されている。協同学習場面で

は，学習者が問題を意識した際に相談し合うこと

で，学びが生まれることが考えられる。

しかし，中学生の学習に関する相談について調

査した石隈（ ）は，学習の問題を意識しても

誰にも相談しない生徒が 割以上いることを指摘

している。また，町（ ）は，協同学習に抵抗

感を示す児童が存在することを指摘している。

学習において友人と相談したり，協同的に学習

を進めたりすることができる子どもと，そうでな

い子どもの背景には，学習観の違いがあることが

考えられる。学習において援助を求めるかは，他

者と協力し合い 助け合うことの意味とその働き

についての認識が影響している可能性がある。そ

こで本研究では，学習観が友人に対する被援助志

向性に及ぼす影響を明らかにする。

方 法

調査対象者 小学校 年生 名（男子 名 女

子 名）

調査内容 ①学習観 協同作業認識尺度（長濱・

安永・関田・甲原 ）を用いた。協同作業認

識尺度は，「協同効用」，「個人志向」，「互恵懸

念」という 下位尺度 項目で構成されている

尺度である。小学生用に改変して使用した。

②被援助志向性 友人に対する被援助志向性尺度

（本田・新井・石隈 ）を用いた。「被援助に

対する懸念や抵抗感の低さ」と「被援助に対する

肯定的態度」の 下位尺度 項目で構成されて

いる尺度である。学習場面に関連のある 項目

を選定したうえで小学生用に改変して使用した。

手続き 集団場面において一斉に質問紙を配布

し，小学校の教室で実施した。児童に対する教示

として，①成績とは無関係であること，②回答し

なくてもよいという権利があること，③調査内容

は，研究の目的にそってのみ使用されることが伝

えられた。

結果と考察

はじめに「協同作業認識尺度」「被援助志向性

尺度」の内的整合性の検討を行った。クロンバッ

クのα係数を求めた結果，協同作業認識尺度の下

位尺度である「協同効用」はα ，「個人志

向」はα ，「互恵懸念」はα であった。

また，被援助志向性尺度の下位尺度である「被援

助に対する懸念や抵抗感の低さ」はα ，「被

援助に対する肯定的態度」はα であった。

「互恵懸念」の内的整合性が低かったため，以後

の分析では除外することとした。

次に被援助志向性の 側面に対して，協同作業

認識の 下位尺度を説明変数とする重回帰分析を

行った。その結果， つの側面の説明率が有意と

なり，協同効用から被援助に対する肯定的態度に

対して正の関連が示された。また，個人志向から

被援助に対する懸念や抵抗感の低さに負の関連が

示された（ 。

これらの結果から，他者と協力し助け合いなが

ら学ぶという認識が被援助に対する肯定的な態度

につながることが示唆された。一方，個人志向は

被援助に対する懸念や抵抗感の低さに負の影響を

与えていた。長濱他 は，協同作業認知が重

層的な認知構造をもつ可能性を指摘しているが，

それらの構造と被援助志向性について，今後さら

に検討していく必要があるだろう。
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Table1 被援助志向に対する重回帰分析の結果
被援助に対する

懸念や抵抗感の低さ
被援助に対する

肯定的態度
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